
 

８月３１日（火）に、自然環境見守り隊の吉田様、澤田様を講

師にお招きし、川の学習会を行いました。水質も透視度も、上

流・中流の測定値はほぼ同じでしたが、下流になると透明度が下

がり、水質にも違いが見られました。教室に帰って、学習を振り

返りながら、「どうして下流になると水が汚れてしまうのか」に

ついて考えました。川の環境は、わたしたち人間の生活が大きく

かかわって、影響をおよぼしていることに気付くことができま

した。 

 
 

 9月 14日（火）に、岩木一丁目付近の正善寺川中流に行きました。今回の目的は、正善寺川の

魅力を発見することです。魅力を発見するための川とのかかわり方を考え、各自が自由に計画を立

てました。 

今回も、自然環境見守り隊の 3 名の皆様、上越教育大学支援チームの 3 名の皆様にご協力いた

だき、子どもたちの活動の支援をしていただきました。自然の様子に合わせながら活動を工夫した

り、友達と協力したりして、思い切り川とかかわる子どもたちの姿が見られました。そして、正善

寺川の新たな魅力を発見することができました。 
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